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区民環境委員会資料 

 令和５年９月２５日 

区民文化部地域振興課 

 

いたばし総合ボランティアセンター運営ビジョン 2030（素案）について 

 

区内におけるボランティア及び市民活動の自主的・自発的活動の推進施策を総合的に実施

する中間支援組織である「いたばし総合ボランティアセンター（以下、「ボラセン」）」は、平

成１６年度に策定された『「（仮称）いたばし総合ボランティアセンター」設置に関する基本

構想（以下、「基本構想」）』に基づき、平成１８（2006）年から設置・運営を行っている。 

しかし、設置から現在に至るまでに、自然災害の発生や SDGs の採択、新型コロナウイル

ス感染症の拡大、スマートフォンの普及に伴う SNS の進展等により、生活様式や社会環境が

大きく変わり、ボランティア・市民活動を取り巻く環境も同様に変化している。 

このような状況を踏まえ、令和４年８月より「板橋区ボランティア活動推進協議会（以下、

「協議会」）」を設置し、「いたばし総合ボランティアセンター運営ビジョン２０３０（以下、

「ビジョン」）」の策定に向けた協議を行っているところである。 

ついては、下記のとおりビジョンの素案を報告する。 

 

１ ビジョンの構成 

（１）第１章 ビジョンの作成にあたって【本編Ｐ１～Ｐ５】 

「１ 策定の背景と目的」で、区のボランティア活動推進条例制定から、基本構想に基づ

きボラセンが設置され、四者協働による運営を行ってきた経過と令和２年の「いたばし総

合ボランティアセンターあり方検討会」において、新たなビジョンの策定の必要性が提言

され、協議会が設置された経過を示す。 

また、基本構想の考え方やボラセンの軌跡を生かしながらビジョンを策定する流れとボ

ラセンのあり方を、「将来像・基本理念・運営方針」の３つの柱で定めたことを示す。 

「２ ビジョンの期間」は、令和６(2024)年度を初年度とし、国際目標であり活動の理念

とも親和性が高いＳＤＧｓの最終年度の令和１２(2030)年度に合わせ、7年間とする。 

  「３ ボランティア・市民活動を取り巻く社会に変化や動向」で、ボラセン設置後の主な

社会の変化や動向を示すとともに、「４ これまでの成果や課題」において、ボラセンのこ

れまでの成果を相談件数や登録者数等で表し、現在ボラセンの抱える課題も示している。 

 

（２）第２章 ビジョンの基本的な考え方【本編Ｐ６～Ｐ８】 

「１ ビジョンの体系と位置付け」において、全体像を図で表すことにより、第三章で提

示する「プラットフォームの構築」により、区内で活動する主体間の連携を今までよりも

容易にし、地域での活動のすそ野を広げ、ビジョン（将来像・基本理念・運営方針）の実現

に繋がることを示す。 

「２ 将来像・基本理念・運営方針」で、各標語とその内容を示すとともに、運営方針に

記載された「区民・地域団体・法人・板橋区」の各主体の役割等を表している。 
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将 来 像 

だれもが 地域とともに歩む 未来を創る 

「いたばし総合ボランティアセンター」 

～ 笑顔でバトンをつなぐ “ボラセン” ～ 

基本理念 
ネットワークの強化と 共創によって 人と人とをつなげ、 

自主性に基づく ボランティア・市民活動を 支援していく 

運営方針 
区民・地域団体・法人・板橋区で協働し、 

いたばし総合ボランティアセンターの設置・運営を行う 

 

（３）第３章 今後の方向性【本編Ｐ９～Ｐ１５】 

「１ プラットフォームの構築」で、定義となる「多様な団体等が主体的に協働し、多様

な情報と人材が集結して新たな協働を創出するしくみ」を、図によりイメージを表す。 

  また、基本構想に規定している機能がプラットフォームに内包されており、基本構想が

本ビジョンに受け継がれていることを示す。 

  「２ プラットフォーム構築のための方策」で、ボラセンの課題に対する方策（解決策）

を３つ示す。 

 ◎方策１：システム・事業等の整備 

プラットフォームの構築には、各主体がつながり、環境づくりが必要であることを示し、

そのための様々な手法と事業展開 

◎方策２：活動拠点の充実 

活動の支援に必要なボラセン本部と各地域での活動の拠点（ブランチ）の重要性とブラ

ンチの仕様（運用・展開） 

◎方策３：多様な周知媒体の活用 

活動に興味がある区民にボラセンを認知してもらうことが区内の活動の活性化に寄与す

るため、媒体ごとの多様な周知方法 

  「３ プラットフォームに期待する効果」において、３つの方策を軸に構築することで、

新たな連携・協働が生まれることや行政・民間サービスだけでは対応できない課題の解決

につながることなど、方策ごとに期待される効果を示す。 

「４ ビジョンの進捗管理」で、年度ごとの確認事項や中間年度での調査に基づく事業計

画の立案、ビジョンの評価と次期ビジョンのための協議会の設置について示す。 

 

（４）巻末：資料編【本編Ｐ１６～】 

  ボラセンの概要・あゆみ、ボランティア活動推進協議会関連等の参考資料を掲載する。 

 

２ 今後のスケジュール（予定） 

９月２５日 区議会（区民環境委員会）中間報告 ビジョン素案 報告 

同上 パブリックコメント募集(１０月１０日まで) ビジョン素案 意見 

１１月７日 ボランティア活動推進協議会 専門部会 ビジョン原案 作成 

１２月１日 区議会（区民環境委員会）最終報告 ビジョン原案 報告 

１２月１９日 ボランティア活動推進協議会 ビジョン原案 決定 

 


